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経営と健康

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

　『
江
戸
の
大
地
震
対
策
』
そ
の
四

講
談
師
　
一
龍
斎
貞
花

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
発
明
で
三
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
、

余
り
身
近
で
な
か
っ
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
が
各

家
庭
に
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
誘
導
で
イ

カ
・
サ
ン
マ
漁
に
威
力
、
信
号
機
も
一
年

で
交
換
し
て
い
た
の
が
三
年
間
に
一
度
と

効
果
大
。
二
週
連
続
猛
威
を
ふ
る
っ
た
台

風
。
台
風
を
鎮
め
た
り
、
方
向
を
変
え
る

発
明
は
出
来
ま
せ
ん
か
ね
。

　

１
８
９
１
年
（
明
治
24
年
）
日
本
史
上

最
大
の
内
陸
地
殻
内
地
震
、濃
尾
地
震（
岐

阜
・
愛
知
）。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
、
震

度
７
、
死
者
７
，
２
７
３
名
、
負
傷
者

１
７
，
１
７
５
名
、
震
度
階
級
「
激
烈
」。

数
日
前
か
ら
「
動
物
の
異
常
行
動
」、
数

時
間
前
か
ら
「
鳴
動
音
」「
地
鳴
り
」
が

あ
り
、
前
々
日
、
前
日
に
前
震
が
あ
り
、

山
崩
れ
１
万
ヵ
所
、
道
路
損
壊
２
万
余
、

堤
防
損
壊
７
千
余
。
仙
台
以
南
の
全
国
で

有
感
、
建
物
全
壊
14
万
戸
余
。
私
の
祖
母

家
族
は
根
っ
子
の
張
っ
た
竹
藪
で
三
日
過

し
た
そ
う
な
。
92
年
１
月
、
９
月
。
94
年

１
月
余
震
で
も
家
屋
被
害
。
急
ご
し
ら
え

の
我
が
家
、
築
60
年
ほ
ど
で
傾
き
か
け
た
。

今
も
強
固
な
建
物
が
建
て
ら
れ
れ
ば
い
い

の
で
す
が
。

　

明
治
27
年
６
月
と
10
月
、
東
京
に
二
度

の
大
地
震
。
堅
固
な
建
造
物
と
思
わ
れ

て
い
た
建
物
全
半
壊
あ
わ
せ
て
煉
瓦
造

２
７
２
、
石
造
55
、
土
蔵
３
，
０
５
４
、

木
造
１
，
５
８
７
、
煙
突
６
７
８
。
煉
瓦

造
の
建
造
物
の
人
的
被
害
が
多
く
、
こ
の

地
震
は
、
耐
震
の
近
代
的
建
築
構
造
を
検

討
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
大
正

12
年
9
月
1
日
午
前
11
時
58
分
44
秒
、
M

９
と
い
う
関
東
大
震
災
、
全
壊
、
焼
失
、

流
失
家
屋
58
万
戸
。
ほ
と
ん
ど
が
昼
食
の

支
度
で
火
を
使
っ
て
い
た
た
め
、
東
京
市

の
死
者
9
万
1
千
余
人
の
う
ち
、
焼
死
者

83
％
強
の
約
7
万
6
千
人
。

　

後
藤
新
平
東
京
市
長
（
現
知
事
）
は
、

復
興
計
画
を
立
案
、
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

庭
園
・
公
園
を
造
り
、
靖
国
通
り
を
拡
幅
、

昭
和
通
り
新
設
。
日
比
谷
公
園
、
清
澄
庭

園
、
芝
公
園
が
延
焼
を
食
い
止
め
、
必
ず

イ
チ
ョ
ウ
な
ど
防
火
性
の
高
い
樹
木
が
あ

っ
た
の
で
す
。
後
藤
新
平
は
横
浜
に
も
公

園
造
り
を
進
言
し
、
瓦
礫
を
埋
め
立
て
て

造
っ
た
山
下
公
園
が
海
浜
公
園
第
一
号
。

台
湾
民
政
局
長
官
時
代
に
も
造
っ
た
道
路

は
、
今
も
台
北
の
幹
線
道
路
。
後
藤
の
大

風
呂
敷
と
い
わ
れ
た
が
、
後
藤
の
計
画
は

今
も
っ
て
完
遂
さ
れ
て
い
な
い
。
東
京
の

災
害
避
難
場
所
は
、
遠
い
、
狭
い
、
緑
不

足
。
低
い
土
地
の
小
学
校
が
避
難
場
所
に

な
っ
て
い
る
所
が
あ
る
。
津
波
が
く
れ
ば

ひ
と
た
ま
り
も
な
い
場
所
。
津
波
ど
こ
ろ

か
、
排
水
溝
は
一
時
間
50
ミ
リ
想
定
な
の

で
、
70
ミ
リ
の
雨
量
で
少
し
低
い
所
は
水

が
溜
ま
り
車
は
動
け
な
く
な
る
。
そ
ん
な

状
態
が
諸
所
に
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。
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前
述
の
如
く
災
害
死
亡
原
因
の
１
位
は

焼
死
。
木
造
住
宅
密
集
地
帯
の
耐
震
、
建

替
え
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、
高
齢
居
住
者

の
多
い
地
域
が
多
く
、
こ
の
歳
に
な
っ
て

と
建
替
え
は
進
ま
な
い
。
火
災
は
家
庭
の

炊
事
中
ガ
ス
器
具
か
ら
が
多
か
っ
た
が
、

現
在
は
自
動
的
に
遮
断
さ
れ
る
マ
イ
コ
ン

メ
ー
タ
ー
の
普
及
に
よ
っ
て
、
出
火
の
主

な
原
因
は
漏
電
な
ど
電
気
器
具
関
係
に
な

り
、
中
央
防
災
会
議
の
報
告
に
よ
る
と
、

火
災
に
よ
る
犠
牲
者
想
定
1
万
6
千
人
の

う
ち
、
電
気
関
係
が
防
げ
れ
ば
9
千
人
に

減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
。

〝
電
気
器
具
に
よ
る
出
火
防
止
の
推
進
〟

　

火
災
報
知
機
は
新
築
住
宅
に
は
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
や
漏
電

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
が
効
果
的
と
い
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ん
方
は
ご
本
職
、
と
っ
く
に

解
っ
て
る
よ
、
や
っ
て
る
よ
と
言
わ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
ガ
ス
の
マ
イ
コ
ン
メ

ー
タ
ー
ほ
ど
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
本
誌
で
も
目
に
し
た
こ

と
は
あ
る
が
、
大
々
的
で
は
な
い
の
で
し

ょ
う
か
。
素
人
ご
免
な
さ
い
。

　

電
気
関
係
の
出
火
が
セ
ー
ブ
さ
れ
、
初

期
消
火
が
な
さ
れ
る
と
、
犠
牲
者
は
８
百

人
に
ま
で
減
ら
す
こ
と
が
出
来
る
そ
う
で

す
。
す
ご
い
効
果
で
し
ょ
。

　

手
前
み
そ
で
恐
縮
で
す
が
、
安
全
講
演

で
は
こ
う
し
た
こ
と
も
お
話
し
し
て
い
ま

す
。
も
っ
と
も
最
近
は
電
気
メ
ー
カ
ー
、

工
事
関
係
か
ら
の
ご
依
頼
が
少
い
の
が
残

念
で
す
。
素
人
が
専
門
的
な
話
を
し
お
っ

て
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。

観
光
、
ま
ち
お
こ
し
講
演
で
は
、
税
制
面

か
ら
と
、
大
事
な
こ
と
は
「
観
光
、
ま
ち

お
こ
し
は
よ
そ
者
の
目
で
」、
こ
れ
を
強

調
し
て
い
ま
す
。
よ
そ
者
の
目
で
見
る
と

素
晴
ら
し
い
も
の
が
あ
る
の
に
、
当
り
前

に
し
て
や
ら
な
い
か
、
地
元
を
知
ら
な
い
。

そ
う
し
た
こ
と
が
往
々
に
あ
る
ん
で
す
。

当
り
前
を
当
り
前
に
が
、
一
時
テ
ー
マ
で

し
た
よ
ね
。
商
売
！
商
売
！

　

昭
和
19
年
12
月
10
日
、
愛
知
三
河
中

心
の
東
海
地
方
の
地
震
、
津
波
は
死
者

９
８
８
人
、
全
壊
２
６
，
１
３
０
戸
と
い

う
、
大
地
震
だ
っ
た
が
、
戦
況
の
暗
転
か

ら
一
層
不
安
を
与
え
て
は
い
け
な
い
と
伏

せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
国
民
の
大
半

が
知
ら
な
か
っ
た
。

　

素
早
い
情
報
を
、
真
実
の
報
道
を
と
い

わ
れ
て
い
る
が
、
な
ん
で
も
報
せ
れ
ば
い

い
と
い
う
も
の
で
も
な
か
ろ
う
が
、
原
発

な
ど
隠
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

神
戸
地
震
、
東
日

本
大
震
災
、
大
島
、

広
島
の
崖
崩
れ
、
御

嶽
山
噴
火
と
、
な
ん

じ
ゃ
ら
ほ
い
な
ん
て

い
っ
て
お
ら
れ
ま
せ

ん
。
災
害
は
忘
れ
ぬ

う
ち
に
や
っ
て
き
て

い
る
ん
で
す
。

山下公園（横浜市）


